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依
存
症
の
発
症
・
進
行
・
再
発
の
各
段

階
に
応
じ
た
防
止
・
回
復
の
た
め
の
対

策
を
適
切
に
講
ず
る
と
と
も
に
、本
人・

家
族
が
日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
円

滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

②
多
重
債
務
・
貧
困
・
虐
待
・
自
殺
・

犯
罪
等
の
問
題
に
関
す
る
施
策
と
の
有

機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、必
要

な
配
慮
」を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

　

法
制
上
の
措
置
等
に
つ
い
て「
政
府

に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
を
実
施

す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
・
財
政
上

の
措
置
等
の
措
置
を
講
ず
る
義
務
」

を
課
し
た
う
え
で
、基
本
的
施
策
で

「
①
教
育
の
振
興
等
②
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
の
予
防
等
に
資
す
る
事
業
の

実
施
③
医
療
提
供
体
制
の
整
備
④
相

談
支
援
等
⑤
社
会
復
帰
の
支
援
⑥
民

間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
⑦
連

携
協
力
体
制
の
整
備
⑧
人
材
の
確
保

等
⑨
調
査
研
究
の
推
進
等
⑩
実
態
調

査（
3
年
ご
と
）」な
ど
を
列
挙
し
て
い

る
。
依
存
症
対
策
の
全
体
像
は
図
の

と
お
り
で
あ
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策

推
進
基
本
計
画
に
お
け
る

消
費
者
庁
の
取
り
組
み

　

I
R
推
進
法
の
付
帯
決
議
で「
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
患
者
へ
の
対
策
を
抜

本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。（
中
略
）カ
ジ

ノ
に
と
ど
ま
ら
ず
、他
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

に
起
因
す
る
依
存
症
を
含
め
、関
係
省

庁
が
十
分
連
携
し
て
包
括
的
な
取
組

を
構
築
し
、強
化
す
る
こ
と
」が
決
議

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
対
策
推
進
基
本
計
画
で
は
厚
生

労
働
省
を
は
じ
め
、関
係
省
庁
の
取
り

組
み
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

同
基
本
計
画
の
中
か
ら
消
費
者
庁
の

相
談
支
援
等
に
関
す
る
取
り
組
み
を

紹
介
す
る（
※
2
）。

　
「
消
費
生
活
相
談
へ
の
的
確
な
対
応

の
確
保
に
向
け
た
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
支
援【
消
費
者
庁
】」と
し
て
、

【
目
標
と
具
体
的
取
組
】で
は「
消
費

者
庁
は
、平
成
33（
令
和
3
）年
度
ま

で
に
、消
費
生
活
相
談
へ
の
的
確
な
対

応
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、体
制
整
備
や

研
修
等
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
の
支

援
を
開
始
。」「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、引
き
続
き
、消
費
生
活
相
談
員
向

け
の
研
修
等
を
活
用
し
て
、消
費
生
活

相
談
体
制
を
強
化
。」

　
つ
ぎ
に「
現
状
・
課
題
・
対
策
」の

な
か
で
こ
う
記
述
し
て
い
る
。

　
「（
１
）現
状
」に
お
い
て
消
費
者
庁

は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促
進

や
消
費
生
活
相
談
員
の
増
加
等
の
体

I
R
導
入
の
動
き
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
対
策
基
本
法
の
概
要

　

I
R
に
関
す
る
法
制
度
等
の
流
れ

か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

2
0
1
0
年
4
月
：
超
党
派
の
国

際
観
光
産
業
振
興
議
員
連
盟（
カ
ジ
ノ

議
連
）発
足
。
16
年
12
月
：
Ｉ
Ｒ
推
進

法
成
立
。
17
年
８
月
：
政
府
の
Ｉ
Ｒ
推

進
会
議
の
取
り
ま
と
め
。
18
年
7
月
：

Ｉ
Ｒ
整
備
法
成
立
、一
部
施
行
。
同
年

10
月
：
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基

本
法
施
行
。
そ
れ
に
伴
い
、ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
対
策
推
進
基
本
計
画
の
策

定（
19
年
4
月
）と
施
策
の
推
進
を
政

府
に
義
務
付
け
。
19
年
4
月
：
Ｉ
Ｒ
整

備
法
施
行
令
の
一
部
施
行
。
9
月
に

基
本
方
針（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
、11
月
に
区
域
整
備
計
画
の
認
定

の
申
請
の
期
間
に
関
す
る
政
令
案
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。
20
年
1

月
：
I
R
内
の
カ
ジ
ノ
を
管
理
・
監
督

す
る
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
を
内
閣
府
の

外
局
と
し
て
設
置
。
4
月
か
ら
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
の
治
療
を
公
的
医
療
保

険
の
適
用
対
象
に
す
る
方
針
を
厚
生

労
働
省
は
示
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対

策
基
本
法
の
概
要
」（
※
1
）に
移
ろ
う
。

ま
ず
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
依
存
症
は
、①
本
人
・
家
族
の
日

常
生
活
・
社
会
生
活
に
支
障
を
生
じ

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、②
多
重
債
務
・

貧
困
・
虐
待
・
自
殺
・
犯
罪
等
の
重
大

な
社
会
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
①
国
民
の

健
全
な
生
活
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、②
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
」す
る
、

と
し
て
い
る
。

　

定
義
と
基
本
理
念
で
は
、「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等（
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

行
わ
れ
る
公
営
競
技
、ぱ
ち
ん
こ
屋
に

係
る
遊
技
そ
の
他
の
射
幸
行
為
）に
の

め
り
込
む
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
状

態
」を
定
義
と
し
、「
①
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
に
向
け
た

法
制
度
の
中
身

コンシューマー・トピック

政
府
は
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）に
関
し
、2
0
2
0
年
代
半
ば
の
開
業
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
最
大
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
の
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題
で
あ
る
。

対
策
の
基
軸
と
な
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基
本
法
等
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。

※1「ギャンブル等依存症対策基本法につ
いて（厚生労働省　社会・援護局　
障害保健福祉部　精神・障害保健課
　依存症対策推進室）2頁」

	 URL:	https://www.mhlw.go.jp/
content/12601000/000371108.pdf

※2「ギャンブル等依存症対策推進基本計
画（61，62頁）」

	 URL：https://www.kantei.go.jp/
jp/singi/gambletou_izonsho/pdf/
h310419_kakugi.pdf
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出所：厚生労働省「ギャンブル等依存症対策基本法について」（4頁）

て
い
る
。
ま
た
、「
平
成
30
年
3
月
、関

係
省
庁
等
と
連
携
し
金
融
庁
と
共
同

し
て
、消
費
生
活
相
談
員
向
け
に
、借

金
の
問
題
を
契
機
と
し
て
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

マ
ニュア
ル
を
公
表
し
、現
場
で
の
相
談

対
応
の
円
滑
化
を
支
援
し
て
い
る
。」

　
「（
２
）課
題
」で
は
、「（
前
略
）平

成
30
年
3
月
に
公
表
し
た
消
費
生
活

相
談
員
向
け
の
対
応
マ
ニュ
ア
ル
に
つ
い

て
、基
本
法
の
施
行
な
ど
の
状
況
変

化
を
踏
ま
え
た
改
訂
を
行
い
、国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
等
を

通
じ
て
、相
談
の
実
務
に
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
該
取
組
を

は
じ
め
と
し
て
、基
本
計
画
の
期
間
内

に
お
い
て
、消
費
生
活
相
談
へ
の
的
確

な
対
応
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。」。
そ
し
て「（
３
）対
策
」と
し

て
、「
①
円
滑
な
消
費
生
活
相
談
へ
の

対
応
を
確
保
す
る
た
め
の
地
方
公
共

団
体
の
取
組
に
対
す
る
支
援
」を
す
る

と
し
、「
消
費
者
庁
は
、平
成
33
年
度

ま
で
に
、地
方
消
費
者
行
政
の
体
制
整

備
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
研
修（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
対
策
に
関
す
る
内
容
を
講
義
す
る

も
の
）へ
の
地
方
公
共
団
体
職
員
の
参

加
、消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

の
設
置
等
に
つ
い
て
支
援
す
る
。」こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
相
談
員
向
け
の
研
修
の
実
施

や
、相
談
員
向
け
の
対
応
マ
ニュア
ル
を

適
宜
改
訂
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。

（
文
・
原
田
修
身
）

制
整
備
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
研
修
な
ど
へ
の
支
援
に
よ
っ
て
、消
費

生
活
相
談
への
的
確
な
対
応
の
確
保
を

促
し
て
い
る
、
と
の
現
状
認
識
を
示
し

依存症対策の全体像

国
民

医
療
体
制

相
談
体
制

医
療
機
関

行
政
・
福
祉
・
司
法
等

関
係
機
関

民間団体

○治療や相談、生活支援に
　係る地域の指導者を養成
○回復施設職員への研修
○情報収集、分析、発信
○普及啓発

○依存症に関する調査

国 47都道府県・20指定都市

地域支援ネットワークの構築

全国拠点機関
(独立行政法人国立病院機構

久里浜医療センター )

自助グループ等
民間団体

（全国規模）

依存症の正しい理解の普及啓発

相談支援・普及啓発等

専門医療の提供

医療
提供

早期
発見 ＆
支援

相談支援・家族支援等

相談支援・普及啓発等

補助

研修
＆

情報
発信

研修
＆

連携

補助
選定 設置 補助

委託
補助

③依存症民間団体支援事業

②依存症対策総合支援事業

⑤依存症に関する調査研究事業

①依存症対策全国拠点機関
設置運営事業

⑥依存症に関する普及啓発事業

※依存症の専門医療機関・治療拠点機関
○依存症に係る研修を修了した医師の配置
○関係機関との連携
○地域の医療機関への研修や情報発信

※依存症の相談拠点
　（精神保健福祉センター等）
○依存症相談員の配置、窓口の普及啓発
○関係機関との連携
○家族支援、治療回復プログラムの実施

自助グループ等民間団体(地域)

④地域生活支援促進事業
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